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みんなでつくる健やかなまち

①　児童福祉の充実

２

２

得きっずカードの配布	 1062万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　高校生以下の子どもや、妊婦がいる世帯の生活を支援するために、町内ポイントカード会で使用するこ
とができる「得きっずカード」を１世帯につき１枚配布します。
　令和３年度からは、とくとっぷカードが新しくなったことに伴い、得きっずカードも満点制ではなく、
買い物額100円につき10ポイント還元されるカードに変更になります。貯まったポイントは１ポイント１
円で使用することができます。
【対象】高校生以下の子どもまたは、妊婦のいる世帯
【ポイント還元上限】
○子ども１人世帯　　　　22500円
○子ども２人世帯　　　　27000円
○子ども３人以上の世帯　31500円

【有効期限】対象要件を満たさなくなるまで

＜財源内訳＞
子ども夢基金　1062万円

みんなでつくる
健やかなまち
みんなでつくる
健やかなまち

※掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています（次のＱＲコードからリンク）。
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２

幼児教育の無償化	 5561万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　令和元年10月から幼稚園、保育所、認定こども
園などを利用する３～５歳児と住民税非課税世帯
の０～２歳児の保育料が無償となりました（バス
の送迎費用や主食費などは、無償化の対象外）。
　なお、町は副食費を月額4500円まで助成します。
【対象】
・３～５歳児
・住民税非課税世帯の２歳児以下
【その他】
・無償化には、申請手続きが必要となる場合があ
ります（一時預かり、認可外保育園など）。

＜財源内訳＞
国の補助金	 2563万円
道の補助金	 1327万円
子ども夢基金	 248万円
町の負担	 1423万円

保育園の管理運営と病後児保育	 1億3387万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

○保育園の管理運営
　指定管理者（華園学園）に委託して保育園を運
営しています。令和３年度は、園児が安全な環境
で屋外活動が行えるよう、老朽化した屋外フェン
スの更新を行います。
○病後児保育（滝川市と連携）
　新十津川保育園に入園する児童を対象に病気回
復期の保育サービスを滝川中央保育所の専用の病
後児保育室で行います。
＜財源内訳＞
保護者の負担	 537万円
子ども夢基金	 1076万円
町の負担	 1億1774万円

放課後児童クラブの運営	 900万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　放課後児童クラブは児童館２階に開設し、就労などにより昼間家庭に保護者がいない児童を対象に、遊
びや生活の場を提供し、子どもたちの健全育成を図ります。
　利用は事前登録制で、就労証明書などの提出が必要です。登録した方は、利用の有無にかかわらず月額
1500円の利用料がかかります。

＜財源内訳＞
国の補助金	 192万円
道の補助金	 192万円
利用者の負担金	 72万円
町の負担	 444万円
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２

誕生記念品のプレゼント	 185万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　子どもの誕生を記念し、母村・十津川村産の木材を使用した誕生記念品をプレゼントします。令和３年
度から新たに、つみきセットが加わりました。
【子どもの誕生のとき（次から１点）】

【１歳の誕生日】

乳幼児健康診査・相談	 120万円 高校生までの医療費の無料化	 2148万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ） （担当：住民課戸籍保険グループ）

　乳幼児の健全な成長発達を支援するため、新生
児聴覚検査（初回検査分）費用の全額助成、乳幼
児健康診査・健康相談、歯科保健事業（フッ素塗
布、保育園・幼稚園でのむし歯予防教室）を実施
します。
【乳幼児健康診査・健康相談の種類と主な内容】

種類 主な内容
３～４カ月児健康相談 計測（①）、保健・栄養相談（②）
７～８カ月児健康相談 ①、②、離乳食試食
10～11カ月児健康相談 ①、②、歯科相談（③）
１歳２～３カ月児健康相談 ①、②、③
１歳８～９カ月児健康診査 ①、②、③、内科・歯科健診（④）
２歳５～６カ月児健康相談 ①、②、③
３歳１～２カ月児健康診査 ①、②、③、④

＜財源内訳＞
国の補助金	 7万円
道の補助金	 7万円
町の負担	 106万円

　北海道では、子育て世帯の経済的負担を軽減す
るため、就学前児童の入院・通院と小学生の入院
を対象とする医療費を助成しています。
　町では、助成内容を独自に拡大し、高校生まで
の医療費（保険診療分）を全額助成します。

＜財源内訳＞
道の補助金	 293万円
高額療養費保険者負担	 10万円
子ども夢基金	 1845万円

・アニマルカー ・ままごとセット・つみきセット（新規）

・キッズチェア（誕生日と名前の刻印入り）
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②　高齢者福祉の充実

２

高齢者世帯などの除雪支援	 977万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　高齢者世帯などの冬期間の除雪作業を支援するため、除雪費用を助成します。
○高齢者世帯などへの除雪費の助成
　世帯員全員が70歳以上もしくは18歳未満で、かつ町民税非課税の世帯に対し、居住する住宅の間口除雪
や屋根の雪下ろしを業者に委託した場合、費用の半分を助成します（助成上限５万円）。
　対象の年齢ではない方でも障がいの区分によって、対象となる場合があります。
○高齢者世帯の避難経路確保
　高齢者や障がい者世帯の冬期間の緊急避難経路を確保するため、11月～３月の期間で、降雪があった際
に、玄関から道路までの人が通ることができる程度の幅の通路を月額２千円で除雪します。
　また、希望があれば１回750円でベランダや窓（家の中で１カ所）を月に２回まで除雪します。

＜財源内訳＞
利用者の負担	 36万円
町の負担	 941万円

児童館の運営	 1128万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　児童館は、主に小中学生が楽しく安全に遊べる
施設です。
　放課後の楽しい遊びやイベントを通して、友だ
ちづくり、能力の発達をサポートします。
　また、発達障がいや発達遅延が心配される児童
に対し健全な育成を行うため、子育て支援アドバ
イザーを配置します。
＜財源内訳＞
利用者の負担	 1万円
町の負担	 1127万円

子育て支援センターの運営	 777万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　子育て支援センターでは、季節に合わせた親子
で楽しめる行事や、保護者がリフレッシュできる
イベントを開催しています。
　また、子育て中の保護者の仲間づくりをサポー
トします。
　コミュニケーションアプリのＬＩＮＥからイベ
ント情報を確認したり、参加を申し込んだりでき
ますので、ご利用ください。

＜財源内訳＞
国の補助金	 219万円
道の補助金	 219万円
利用者の負担金	 1万円
町の負担	 338万円
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２

シニア世代の生きがいづくり	 156万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　60歳以上のシニア世代が、充実した明るい笑顔が満ちあふれ、
生きがいのある生活を送れるように、運動教室や一般教養講座
の開催、サークル活動の支援などを行います。

○ふるさと学園大学
　楽しみながら知識や教養を身に付けることができるよう、年
間７回の講義と年に１回の見学旅行を予定しています。講義の
際は、送迎バスが利用できます。
○シニアいきいきクラブ
　元気で意欲のあるシニア世代を目指し、新たな生きがいや趣
味、仲間づくりができるように講座を実施します。
○ゆめりあ部会
　陶芸、カラオケ、木工、舞踊、短歌、マージャン、書道、卓
球、コーラスの９部会が月に２～４回程度、ゆめりあで活動し
ています。自分の趣味に合わせて入会することができ、複数の
部会に加入することも可能です。

介護予防活動の推進	 1091万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　高齢者が地域で積極的に介護予防の活動をする
ことを支援します。
　毎週、各行政区会館で「すまいるあっぷ」を開
催し、参加者の介護予防の場であるとともに、介
護予防サポーターの活動の場を提供します。
　また、通いの場を活用してリハビリ専門職によ
り指導を受ける「地域リハビリテーション活動支
援事業」、各種団体への介護予防の普及啓発のた
めの講座の開催など、さまざまな事業を行います。

＜財源内訳＞
空知中部広域連合からの負担金　1091万円

在宅生活支援用品購入費の助成	 92万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　福祉用具などの購入費用の一部を助成し、高齢
者および障がい者、その支援者の負担を軽減しま
す。

【助成対象福祉用品など】
　・セラピー人形
　・階段昇降機
　・電動起立補助座椅子
　・電話防犯機器

セラピー人形 電話防犯機器
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④　健康づくりの推進

③　障がい者福祉の充実

２

子育て世代包括支援センターの運営	 46万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　令和３年度から、新たに子育てに関して気軽に相談できる
窓口として、子育て世代包括支援センターをゆめりあ内に開
設します。
　子育て世代包括支援センターでは、妊娠期から子育て期ま
でを安心して過ごせるよう、妊娠・出産・子育てなどのさま
ざまな悩みや相談に応じます。また、医療機関や子育て機関
などと連携しながら、切れ目のないサポートを行います。

＜財源内訳＞
国の補助金	 15万円
道の補助金	 15万円
町の負担	 16万円

　母子健康手帳の発
行や妊娠や出産・育
児についての相談な
どを行います。

妊娠期 出産後 子育て期
　新生児訪問で赤ちゃん
の発育・発達を一緒に確
認し、育児についての相
談などを行います。

　電話、来所、訪問による育児相談を行います。
　乳幼児健診・相談で、子どもの発育・発達を
確認し、成長に合わせた育児についての相談な
どを行います。

障がいのある方への生活支援	 1276万円 障がい福祉サービス	 2億7983万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ） （担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　障がいのある方が、自立した日常生活や社会生
活を送れるよう支援します。
　専門知識を持つ相談員による福祉サービスの利
用に向けた相談支援をはじめ、外出時の移動の支
援、一時的な見守り支援のほか、紙おむつ・蓄尿
袋などの日常生活に必要な用具の給付を行います。

＜財源内訳＞
国の補助金	 276万円
道の補助金	 227万円
町の負担	 773万円

　障がいのある方が住み慣れた地域で安心して暮
らせるよう、各種サービスを提供します。

【主なサービスの内容】
・家事援助などを行うサービス
・施設などで昼間の活動を支援するサービス
・住まいの場を提供するサービス
・就労の場を提供するサービス

＜財源内訳＞
国の補助金	 1億3876万円
道の補助金	 6938万円
町の負担	 7169万円
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２

がん検診・ピロリ菌検査	 868万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　ワンコイン（500円）検診を継続し、すべてのがん検診を500円として自己負担を軽減します。また、町
独自に30歳代女性の乳がん検診とピロリ菌検査を実施します。
　ピロリ菌は胃に感染し、胃炎や胃がんの原因になります。ピロリ菌検査を行うことで、病気の早期発見・
治療につながります。
【がん検診の種類】

検診名 内容 対象
胃がん バリウム検査 30歳以上
肺がん 胸部レントゲン検査 30歳以上
大腸がん 便検査（潜血反応） 30歳以上
前立腺がん 血液検査 50歳以上の男性
子宮頸がん 子宮頸部細胞診 20歳以上の女性（２年に１度）

卵巣超音波検査 卵巣エコー検査 子宮頸がん検診受診者

乳がん マンモグラフィー検査
（30歳代はエコー検査も実施） 30歳以上の女性（２年に１度）

ピロリ菌検査 血液検査 20歳以上の未検査者
＜財源内訳＞
保険者の補助金	 24万円
受診者負担金	 120万円
町の負担	 724万円

健康づくり対策	 316万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　「健康プラン新十津川」（町健康増進計画）に
基づき、町民の皆さんが健康づくりに常に関心を
持ち、自ら健康増進に取り組めるように、健康づ
くり対策事業を実施します。
　また、食の推進事業として糖尿病性腎症重症化
予防対策や減塩対策などを重点に、食生活改善の
意識向上を図るための活動を推進します。

＜財源内訳＞
保険者の補助金	 37万円
町の負担	 279万円

事業名 取り組み内容

健康チェックコー
ナーなどの設置

・町内事業所で減塩体験・健
康チェックコーナーの設置
・役場に血圧計の設置

行政ポイントの活
用

　健診の結果説明を受けた
方、健診後に努力して成果を
挙げた方にポイントを付与

糖尿病性腎症重症
化予防対策

　人工透析を予防するため、
訪問栄養指導を実施

減塩体験
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２

国民健康保険の運営	 2億8702万円
（担当：住民課戸籍保険グループ）

　国民健康保険は、北海道と本町を含む１市５町
で組織する空知中部広域連合が共同で運営してい
ます。
　保険運営を行う北海道や広域連合へ支出する負
担金や保険税の収納、保険税審議会の開催など保
険事業を安定的に運営します。
　医療費を削減するため、国保加入者の40歳から
74歳を対象とした特定健診の個人負担を無料と
し、病気の早期発見・早期治療に努めます。

＜財源内訳＞
国の補助金	 879万円
道の補助金	 3043万円
加入者の保険税	 1億9144万円
基金運用収入	 39万円
町の負担	 5597万円

後期高齢者医療保険の運営	 2億4391万円
（担当：住民課戸籍保険グループ）

　75歳以上の方と、65歳から74歳で一定の障がい
のある方が加入する後期高齢者医療制度は、道内
全ての市町村が加入する北海道後期高齢者医療広
域連合が保険者として運営しています。
　町は、保険証の発行や医療給付に関する申請の
受け付け、保険料の徴収などを担当し、町で収納
した保険料、事務費、医療費負担金などを運営費
として北海道後期高齢者医療広域連合へ支払いま
す。

＜財源内訳＞
道の補助金	 2467万円
加入者の保険料	 8887万円
過年度保険料の還付	 10万円
町の負担	 1億3027万円

妊産婦健康診査・相談	 501万円不妊治療費助成	 120万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　妊娠の届け出をされた方に、指定医療機関での
妊婦一般健康診査費と超音波検査費各14回分を助
成します。産婦健康診査費は、２回分まで助成し
ます。
　また、妊娠中の健康や栄養などについて、保健
師と栄養士が相談を受けています。また、子育て
が始まってからも引き続き相談を受け付けます。

＜財源内訳＞
子ども夢基金　501万円

　出産・子育ての負担軽減の施策の一環として、
不妊治療に係る費用の一部を助成します（令和３
年１月以降の治療には、制度拡充）。

【拡充内容】
要件 旧制度 新制度

所得額
夫婦合算730万円
未満

撤廃

夫婦の
定義

婚姻届を提出して
いる法律上の夫婦

左記に加えて、事
実婚も認める。

【助成額】
不妊治療の区分 助成額

一般不妊治療
１年間の治療費の自己負担総
額に対し、20万円を上限

特定不妊治療
１回の治療費自己負担総額に
対し、10万円を上限
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みんなでつくる健やかなまち

⑤　感染症予防対策

２

風しん予防対策	 215万円 インフルエンザ予防接種の助成	 835万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ） （担当：保健福祉課健康推進グループ）

　令和元年度から３年間、昭和37年４月２日から
昭和54年４月１日に生まれた男性を対象に、風し
んの抗体検査と予防接種の全額助成を行います。
　令和３年度は、全額助成の最終年度です。対象
者には、令和２年または令和元年に抗体検査と予
防接種の無料クーポン券を送付しています（有効
期限は、券面に記載の日付から「2022年２月」に
延長）。お手元にない方へは再発行しますので、
お問い合わせください。
　なお、予防接種を実施する際には、事前に必ず
抗体検査を行う必要があり、検査で十分な抗体価
が確認された方は、予防接種の対象外です。

＜財源内訳＞
国の補助金	 79万円
町の負担	 136万円

　インフルエンザ予防接種を指定医療機関で接種
した場合、妊婦、中学生以下の接種費用を必要な
接種回数分、全額助成します。
　また、65歳以上の高齢者には、１人当たり一律
1000円の自己負担で接種できるよう助成します。

＜財源内訳＞
保険者の補助金	 104万円
町の負担	 731万円

新型コロナウイルス予防接種	 4417万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　新型コロナウイルス感染症予防のため、ワクチン接種を実施します。
○接種券の配布
　ワクチンの接種が無料で実施できる接種券を対象年齢区分ごとに順次送付します。
　接種は、町内の医療機関や町外医療機関のかかりつけ医で実施できます。

○予防接種体制の整備
　ワクチンの接種が円滑に進むよう、国や近隣医療機関と連携した予防接種体制を構築します。
　また、事業実施のための人員確保や、ワクチン管理・保管のための物品の調達を行います。
＜財源内訳＞
国の補助金	 4417万円

【接種券】
・シールでお届けします。
・この接種券は、予防接種済証を兼ねてい
ますので、予防接種実施後も大事に保管
してください。

（見本）


